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研究ノート
学校の組織マネジメントの在り方の一考察
─創価教育学をもとにした小・中の 9年間を見通した実践から─
宗　像　武　彦
1 ．研究の背景
　校長が変われば学校が変わる。教育の現場や社会的にもこんな言葉が使われるこ
とがある。私は、昨年度まで13年 5 ヶ月小学校長職をした。その間小中一貫校の立
ち上げをして 5年間は中学校長も兼務した。そこで見えたものはいわゆる「中 1ギ
ャップ」といわれるもので、「中 1ギャップ」を克服する小・中の 9年間を見据え
た学校の組織的マネジメントだった。
　小中一貫校では、 9年間を地域とつながり関係機関と連携した取り組みをし、児
童生徒自ら未来を拓いていく育みを目指し、中 1ギャップの解消と「未来を拓く」
児童生徒の育成を具体化に進めることができた。
　さらに、そこで得た小学校教育の大事さを、次に赴任した小学校で校長として学
校経営・組織的マネジメントをして、中学を見据えた児童の育成を目に見える形で
進めることができた。
　それは、校長が変われば学校が変わる。また変えることができるという実感だっ
た。
　学習指導要領（平成29年度告示）の方向性の中に、校長のマネジメントが一段と
位置付けられ取り組んでいくことが重要視されている。さらに、『創価教育学体系』
を発刊した（以下「体系」とする）牧口常三郎の言われているところと大きくつなが
るところがあり、校長の学校の組織マネジメントの在り方を、校長職の実践をもと
に、これからの教育の方向性を踏まえつつ、「体系」の視点を入れて論文としてま
とめることにした。
　キーワード　　中 1ギャップ　　創価教育学体系　　学校の組織マネジメント
2 ．学校の組織マネジメントとは
⑴　マネジメントとは
　「マネジメント」を広辞苑で調べてみると、「管理。処理。経営」と定義されてい
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る。
　また、大辞林では「マネジメントとは、経営などの管理をすること」と書かれ、
経営管理として、企業経営のためのものであると意味することが分かる。
　現在、「マネジメント」は、学校も含めてさまざまな組織体が、計画を立て、実
行し、その結果を比較・分析・審査することによって、つぎの計画をより合理的に
たてるよう配慮するといった考えや態度、やり方を進めている。その中で学校への
組織マネジメントの導入の意義について次に考えていく。
⑵　学校の組織マネジメント導入の経過
　マネジメントは、企業経営に生かされ現在に至っているが、学校における組織マ
ネジメントについては、教育改革国民会議（内閣総理大臣直属の諮問機関）で、「教育
改革国民会議報告─教育を変える17の提案─」1）（以下「報告」という）の中で、「新
しい時代に新しい学校づくりを」で「組織マネジメント」の言葉が出てきている。
　この背景には、学校改善のために、校長のリーダーシップを発揮させていくため
新たな学校経営の仕組みとして「学校の組織マネジメント」という考えを導入して
きたと考えられる。
　その「報告」では、「21世紀の入口に立つ私たちの現実を見るなら、日本の教育
の荒廃は見過ごせないものがある。いじめ、不登校、校内暴力、学級崩壊、凶悪な
青少年犯罪の続発など教育をめぐる現状は深刻であり、このままでは社会が立ちゆ
かなくなる危機に瀕している」2）と書かれている。
　そうした状況から教育のシステムを次のように論じている。「21世紀は、ITや生
命科学など、科学技術がかつてない速度で進化し、世界の人々が直接つながり、情
報が瞬時に共有され、経済のグローバル化が進展する時代である。（中略）従来の
教育システムは、このような時代の流れに取り残されつつある。校長や教職員、教
育行政機関の職員など関係者の意識の中で、戦前の中央集権的な教育行政の伝統が
払拭されていない面がある。関係者間のもたれ合いと責任逃れの体質が残存する。
また、これまで、教育の世界にイデオロギーの対立が持ち込まれ、教育者としての
誇りを自らおとしめる言動がみられた。力を合わせて教育に取り組むべき教育行政
機関と教員との間の不幸な対立が長らく続き、そのことで教育に対する国民の信頼
を大きく損なってきた。教育関係者は、それぞれの立場で自らの在り方を厳しく問
うことが必要である」3）と。学校改革の重要性が述べられている。
　そこでは、「 3．学校や教育委員会に組織マネジメントの発想を取り入れる」の
項があり、「学校運営を改善するためには、現行のまま校長の権限を強くしても大
きな効果は期待できない。学校組織マネジメントの発想を導入し、校長が独自性と
リーダーシップを発揮できるにうにする」4）と書かれ、新たな学校経営の仕組みの
構築ために、学校に組織マネジメントの発想を導入し校長が独自性とリーダーシッ
プを発揮できるようにするとしている。この2000年ごろから、国主導で学校の改革
が論議され、その改革のために「学校の組織マネジメント」の必要性が述べられて
いくようになったといえる。
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⑶　「学校の組織マネジメント」とは何か
　教育改革国民会議の提言を受け文部科学省は、2002年に「マネジメント研修カリ
キュラム等開発会議」を立ち上げ「学校組織マネジメント研修」（以下「研修」とす
る）が進められていくことになる。その「研修」の冊子「学校組織マネジメント研
修～すべての教職員のために～（モデル・カリキュラム）」中で「『 1　これからの学
校と組織マネジメント』5）として、（中略）
⑵　学校における組織マネジメント：一般解（どの学校にも通用するもの）はな
い！
•学校の有している能力・資源を開発・活用し、学校に関与する人たちのニー
ズに適応させながら、学校教育目標を達成していく過程（活動）
•学校経営といわれてきたもののなかで、以下のものを強調する概念
①　環境との相互作用、そのなかでも外部の支援的要因と内なる強みの連合
②　計画（Plan）─実施（Do）─点検・評価（Check）─更新（Action）のマ
ネジメント・サイクル、とりわけ次の一手（Action）
③　その過程を円滑化するスキル（技術）やストラテジー（戦略や方略）
④　進むべき方向を示すミッション（使命・存在意義）とビジョン（目指すと
ころ）」
と書かれ、「学校の組織マネジメント」については、「学校の有している能力・資源
を開発・活用し、学校に関与する人たちのニーズに適応させながら、学校教育目標
を達成していく過程（活動）としている。」6）
　特に「外部の支援的要因と内なる強みの連合と計画（Plan）─実施（Do）─点検・
評価（Check）─更新（Action）のマネジメント・サイクルと次の一手（Action）、そ
の過程を円滑化するスキル（技術）やストラテジー（戦略や方略）、進むべき方向を
示すミッション（使命・存在意義）とビジョン（目指すところ）をもって取り組んで
いくこと」が、「学校の組織マネジメント」と捉えることができる。
　また、文部科学省では、平成22年（2010年）10月に「学校運営の改善の在り方等
に関する調査研究協力者会議」を設置し、報告書「子どもの豊かな学びを創造し、
地域の絆をつなぐ～地域とともにある学校づくりの推進方策～」7）が出されてい
る。（「子どもの学びの報告書」とする）
　「子どもの学びの報告書」では、学校運営の改善の在り方等に関する「学校の組
織マネジメント」の考え方も論議され報告書に書かれている。以下、その「学校の
組織マネジメント」にかかわる記述を取り上げる。それは、「 2．地域とともにあ
る学校　⑴　目指すべき学校の在り方」のところで、「学校と地域の人々が信頼関
係を築き、目標を共有して、ともに行動していくためには、それを上手く進めてい
くことができるマネジメントが求められる。とりわけ、学校運営の責任者である校
長には、地域の人々や教職員の声を汲み取った意思決定を行い、具体的な目標設定
とその実施状況の評価に基づいた行動を行う強いリーダーシップが期待される。
　また、継続的な取組を行うことや多くの地域の人々の参画を促していくために
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は、特定の個人が頑張るのではなく、学校と地域の人々が全体として目標を共有
し、役割分担を進めながら、取組にふさわしい組織的な体制を構築していかなけれ
ばならない。ここでは特に、学校組織の中で学校と地域の人々をつなぐ役割を担う
コーディネート機能の充実が重要となる」8）として、学校と地域の人々が信頼関係
を築き、目標を共有して、ともに行動していくためには、それを上手く進めていく
ことができるマネジメントが求められることと、校長には、地域の人々や教職員の
声を汲み取った意思決定と具体的な目標設定、その実施状況の評価に基づいたリー
ダーシップについて記述されている。
　こうした中で文部科学広報には、「学校組織マネジメント」という言葉を使い説
明するようになっている。それは「学校組織マネジメントとは、『学校の有してい
る能力・資源を、学校に関与する人たちのニーズに適応させながら、学校教育目標
を達成していく過程（活動）』（文部科学省組織マネジメントカリキュラム等開発会議）で
あると定義しています」9）と書かれている。
⑷　学校の組織マネジメントの定義と具体的な考え方
　以上の経過から学校の組織マネジメントは、内閣総理大臣の私的機関で「教育改
革国民会議」が設置され、それは2000年から取り上げられるようになり、それをも
とに文部科学省では、2002年ごろから本格的な取り組みが始められるようになった
経緯が分かる。
　「学校の組織マネジメント」という考え方・定義については、「文部科学広報」で
「学校の有している能力・資源を、学校に関与する人たちのニーズに適応させなが
ら、学校教育目標を達成していく過程（活動）」と定義をしているので、この論文
でも同様に考えていくことにする。
　こうした「学校の組織マネジメント」の考え方を、他の面から見ていくと、「変
わる学校、変わらない学校」妹尾昌俊著（学事出版、以下「妹尾」と述べる）では、
「学校における『組織マネジメント』とは、教職間の協働関係、チームワークをよ
くして、ビジョンや目標に向かって、予算や教職員の力（＝限られた資源）を組み
合わせていくこと、また、学校が新しい価値や効果的な教育を創造していくための
行為と捉えることにしたいと思います」10）と書かれ、学校の組織マネジメントの定
義をしている。
　この著書で「妹尾」は、学校の「組織マネジメント」の成功と失敗を分けるもの
は何かということで、 3つの要素があり、その要素として①到達目標、②プロセ
ス、③チーム・ネットワークを挙げている。①到達目標の共有と共有不足、②プロ
セスの設計と設計不足、③チーム・ネットワークづくりとネットワークも構築不足
が学校の組織マネジメントの機能する例と停滞してしまう例を挙げて述べてい
る11）。
　さらに「妹尾」は、この「著書」で「（前略）本書では、個人プレー（個業）では
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限界があり、学校を組織、チームにしていくことを述べ、そのための哲学（基本的
考え方）と戦略（目標に向かっての中核となる道筋、ストーリー）について解説しま
す」12）等、具体的には「①課題の原因を深堀り・重点化し、同時に明確化する。→
ビジョン、到達目標とその目標に至るための課題を重点化（焦点化）する。②大事
なことは多いが、この考え方のもとに進めるという哲学・戦略を定める。」と述
べ、組織マネジメントの考え方をもとに課題を深堀りし重点化し明確化しつつ、哲
学を持つということが「学校の組織マネジメント」で大事であることが書かれてい
る。そして「③スモール・ステップから改善や成果があらわれ、教職員や地域もモ
チベーションが向上。→はじめはちょっとかもしれないが、確かに取り組んでよか
ったと思える効果が、子どもたちの変化を通して見えてくる（以下略）」13）と、組織
の改善に向かうときに、子どもたちの変化を通しての改善や成果になることの考え
が述べられている。この「妹尾」の著書では「哲学（基本的考え方）」からの戦略と
いう方向性が、マネジメントとして大事となる。
　また、筑波大学大学院教授浜田博文（以下「浜田」という）は、天笠茂編集代表
「浜田」執筆の「時代を拓くスクールリーダー」の中で、「学校におけるマネジメン
トとは、一人一人の児童生徒の新鮮な学びを生み出すために、学校内外の様々な資
源を効果的に機能させるという、すぐれて創造的でダイナミックな営みだと理解さ
れる必要がある」14）と学校のマネジメントについて記述している。
　さらに「浜田」は、マネジメントに関して「（前略）そうした教職員の多忙感を
提言するマネジメントも重要な部分であるし、校内研修の推進も、学校の自己評価
を行うこともまた然りである。そうした業務がすべて、あらゆる児童生徒の学びの
質へと結合していくように学校の組織文化に働きかけ、共有のビジョンづくりを進
めていくこと。そのようなマネジメントの実践が求められている」と述べ、マネジ
メントの実践は、児童生徒の学びの質へとつながるように共有のビジョンを持ち、
進めていくことが大事であることを述べている。「浜田」も哲学とは言わないが、
マネジメントの実践は「児童生徒の学びの質につながるように」との考え方があ
る。
　「学校の組織的マネジメント」の視点で「妹尾」は、哲学を持ち課題を明確にし
つつ子どもたちの変化が改善の姿と述べ、「浜口」は、到達目標を児童生徒の学び
の質と捉え、到達させていく共有のビジョンとプロセスを進めていくことが、「学
校の組織マネジメント」と言うことを述べ、「学校の組織マネジメント」は、「課題
を子どもの状況から把握し、子どもたちの学びの質につながることが大事」という
視点を加えていきたい。
　このような中、「学校における組織マネジメントと人材育成─海外日本人学校の
経験から─」立命館大学準教授小松茂の論文では、「 2　マネジメント理論のとら
え方」の中で「筆者は様々な理論やリーダーシップ論から自己の学校運営に有益と
考えるものを選択的に受容し、さらには学校としての説明責任を晴らすために活用
すべきと考える」15）と、「Ⅲ経営の見取り図としての学校経営計画（ビジョン）の作
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成」で「 1　経営ビジョン策定する手順」に「筆者としては、学校教育目標はさら
に上位にある学校の「使命（ミッション）」にまでさかのぼり、それと一体のものと
して設定すべきものと考える」16）と述べ、校長が示すビジョンには学校の使命まで
見て示経営ビジョン策定をすると書かれている。学校の使命を基にすることは学校
経営の根幹であり、それは図 1のようになる。
　また、経営戦略の具体化のためには、SWOT分析の手法を使い分析して具体化
を図るとしている。SWOT分析というのは、事項の内部環境の強み（Strength）と
弱み（Weakness）という 2項、外部環境と支援的機会（Opportunity）と阻害的脅威
（Threat）の 2 項のマトリックスによって分類し、弱み（Ｗ）や阻害要因（Ｔ）を修
正・除去し、自校に支援に働くもの（Ｏ）と強み（Ｓ）を生かして考えていくもの
である。
　その SWOT分析をし、それを踏まえて学校経営の戦略を具体化し、ビジョンを
明確に経営戦略を具体化し、ビジョンを実現するために、「小松」は「 1《チーム》
としての組織づくり」「 2　スクールミドルの育成」「 3　マネジメントにおける事
務・財務の重要性」の 3つを挙げてビジョンの実現の具体的な考えを述べている。
　「妹尾」「浜田」の学校のマネジメント理論を「小松」は、ビジョンの作成の重要
学校における組織マネジメントと人材育成―海外日本人学校の
経験から―」立命館大学教職教育研究（特別号）
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性とビジョンから科学的手法で経営戦略を具現化し、具現化したものを実現するた
め以上の 3点から具体的な学校組織マネジメントのあり方を述べている。
3 ．学校の組織マネジメントに対する危うさ
　このように現在、「学校の組織マネジメント」の考え方の必然性が様々に述べら
れているが、文部科学省が進めていく「学校の組織マネジメント」の考え方は、校
長のリーダーシップのもと、学校が組織的に取り組んでいくこととしているが、法
的な根拠は、「学校教育法」における第37条の 4項「 4　校長は、校務をつかさど
り、所属職員を監督する」17）という条文がある。また、各都道府県や区市町村には
「学校管理運営規則」があり、東京都の例を見た場合「（校長の職務）第七条　学校
教育法（昭和二十二年法律第二十六号。以下「法」）第六十二条で準用する法第三十七
条第四項に規定する校長の職務は、おおむね次のとおりとする。
一　学校教育の管理、所属職員の管理、学校施設の管理及び学校事務の管理に
関すること。
二　所属職員の職務上及び身分上の監督に関すること。
三　前各号に規定するもののほか、職務上委任または命令された事項に関する
こと。
2　校長は、所属職員に校務を分掌させることができる」18）
という規定があり、東京都が例であるが、各都道府県・区市町村の「学校管理運営
規則」とほぼ同じと考えてよい。校長の学校の管理が「学校組織マネジメント」一
つと考え、それが法的根拠だと言える。法的な根拠はこの部分のみであり、学校を
管理する校長のリーダーシップに任された部分が大きいと言える。
　このような中で、明星大学教授の樋口修資は、『明星大学研究紀要─教育学部』
第 7号「学校組織運営論からみる「チーム学校」の批判的考察と教員のワーク・ラ
イフ・バランスの実現」の論文で「教職員と多様な専門スタッフの多職種で構成さ
れる学校がチームとして機能するよう」、学校のマネジメント機能を強化するとい
う発想では、教師間の協働性や主体性が発揮されないばかりか、チーム学校論が唱
える『多職種協働』というスローガンの下で、専門スタッフを含む様々な教職員集
団をチームとして束ねると称して、校長の指揮監督の下で、教員の業務がバラバラ
に分業化され、管理職からの上意下達により『多職種協働』が機能させられるおそ
れが強い。こうした『チーム学校』論に基づく学校組織運営論は、校長の権限強化
と学校マネジメント層の肥大化だけを生み出し、上意下達による学校の管理統制を
促進することが強く懸念されるといわざるを得ない」19）と述べている。
　この「樋口」の述べている「校長の権限強化と学校マネジメントと層の肥大化」
「上位下達による学校管理統制の促進することが強く懸念される」という視点は、
社会状況の変化に伴って学校が組織的にマネジメントする必要を文部科学省が推進
し取り組んで進められているところだが、「樋口」の危惧している点は、
•学校の管理職の校長の職として「組織マネジメント」という考えが、校長一
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人ひとりに周知され、現場でのよりよいものになっているかということ。
•そのために校長のリーダーシップと組織マネジメントについて、校長に任さ
れている部分が大きく、上意下達になる可能性が大きくなっているというこ
と。
　この部分の指摘については、大事な指摘であり、「妹尾」の「哲学」と「浜田」
の「到達目標は児童生徒の学びの質」に、「小松」は「学校の使命」という言葉と
使って、学校の組織マネジメントを、児童生徒の側からのものが大事であることを
述べているが、「樋口」のいう校長のリーダーシップが上意下達になる可能性も、
現に筆者は、現場にいたとき見たので、それを克服する考えを示していく必要があ
る。それを次項で創価教育学とのつながりの中で述べる。
4 ．創価教育学体系における学校の組織マネジメントの視点
⑴　「体系」の基本的な考え方
　「体系」では創価教育学「新教育学説のスローガン」が書かれ、目指すものの基
本的な考えが確認できる。
　それは、「経験より出発せよ／価値を目標とせよ／経済を原理とせよ／学習力に
於て、教授力に於て、費用に於て、音声に於て、常に経済を原理と旨とし、文化価
値を目標として進め。天井を仰いて進むよりは、地上を踏みしめて、一歩一歩に進
め」20）と書かれ、学校現場での実践の経験より出発し、最高善なる生き方の文化価
値を目標とし、教える中で効率のよい考えの経済の考え方を原理とすることという
スローガンと言える。
　また、「価値を目標とせよ」という創価教育学の目指すものとは、「体系」で、
「創価教育学とは人生の目的たる価値を創造し得る人材を養成する方法の知識体系
を意味する」21）と書かれ、人生の目的の価値を創造する人材の養成が、創価教育学
の目指す目標となるが、それをより具体的に記述しているのが、「教育の目的たる
べき文化生活の円満なる遂行を、如実に言い表わす語は幸福以外にはないであろ
う。これは吾々が数十年来の経験からも思索からも、これこそ総ての人の希望する
人生の目的を最も現実的に、率直に表現したもので、而も妥当なるものであると信
ずるのである。即ち被教育者をして幸福なる生活を遂げしめる様に指導するのが教
育である」22）と書かれているところになる。
　ここで「牧口」の「体系」では、教育の中に「経済の原理」をと書かれている
が、目的は「被教育者の幸福なる生活」と「人生の価値を創造しえる人材の養成」
と明確に示され、さらに「人生の目的は価値創造」と「被教育者をして幸福なる生
活を遂げしめる様にするのが教育」と述べられている。そこには教育の哲学の深さ
があると筆者は考える。その目的を実現するのに「経済を原理」としている点は、
「マネジメント」は経済の中の経営からの考え方であるが、それを「体系」で述べ
られている点は、昭和初期の時代の中での視点で、効率的で効果的なものを求めて
いくという視点であり、この昭和初期から「経済を原理」にという「体系」での
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「学校における組織のマネジメント」の方向を述べていることが確認できる。
⑵　「体系」からの学校の組織マネジメントの考え方
　研究を進める上で「体系」から「学校の組織マネジメント」の確認をしたい。
　「体系」では「余は天上の星を望んで進みつつある危い態度を改めて、先ず脚下
を注視せよと、世の教育実際家に訴えるのである。日常の経験をよく反省して成
功・失敗の実跡を確かめ、其の過程を分析するならば、其の間に貴重なる真理を見
出す事が出来るのである。故に徒に書斎の学者の研究のみに依頼するのを止め、そ
の貴重なる経験を綜合して原則を確立し、これを日常の作業に於て実証し、以て次
代に貴い原理、法則を遺すことは、実に現代の教育実際家に課せられた重大なる使
命であり、教育の生長を約束するものである」23）と現場からの研究で、子どもの幸
福のために「経験から出発」し「価値を目標」に「経済を原理」として、学校現場
を大事にしつつ「マネジメント」の視点を持つことが大事と言い換えても可能と考
える。
　さらに、校長の資質能力が学校の組織的マネジメントにかかわるため「体系」で
の「牧口」の校長の職としての考え方を確認する。
　「体系」には、「（前略）小学校長中でも学校統督の経験者で教育改良に科学的考
察をなし得る優秀者のみこれに適当とする」24）と書かれ、校長は「学校統督の経験
者」「教育改良に科学的考察なしえる」ものと述べられている。
　「科学的考察」とは、「体系」では、「（前略）尚一歩進めて論ずるならば、第一は
啓発すべき心の研究、即ち学習力の研究で、その中には年齢に基づく発達段階の、
研究があり、それを側面若しくは縦断面と命名するならば、これに対して平面若し
くは横断面と名付けられるべき、知、情、意等の研究がある。これらの研究も又教
育学組織内容の重要性を帯びて居ること言を俟たないのである」25）と書かれ、発達
段階の即した研究と、学年等の横の断面での知情意の研究の視野が「科学的考察」
の一つといえる。
　また、医学と教育について「体系」で「（前略）これに就いても、羨ましきは医
学社会である。医学と教育学は兄弟のごとき応用科学である。（中略）医師と教師
とでは、肉体的と精神的との違いはあり、消極的防衛と、積極的防衛との違いがあ
っても、人生の価値創造を目的とする技術たるに於いて違いはない筈」26）と述べら
れ、医学と教育との共通点とつながりを大事にすることを述べている。
　このような「体系」の論述から、「科学的考察」なしえるとは、「科学的考察」は
いろいろな面の考察があるが、発達段階の即した研究と、学年等の横の断面での知
情意の研究の視点を持つことと、もうひとつの視点は、医学的な視点を持つことが
「体系」から分かる。
　さらに「学校の組織マネジメント」の視点で見ると「経営戦略の具体化の
SWOT手法」やマネジメント・サイクルの「Plan-Do-Check-Action」分析の手法を
使い分析して具体化することは、「牧口」の「経済を原理」とするという考え方か
ら「科学的考察」と同じ方向と考えることができる。
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　さらに「体系」では、「（前略）以上の指導は理想的なる個人に対するものである
が、実際に於いては学力、年齢等の相異なった数十名の学級として教師に受け持た
れていれば、その為には団体指導として如何にして教師の指導力を分配し、統合し
て効果的にならしめるかと、さらに複雑なる団体の指導として学校がいかに合理的
統督をされなければならぬかが最後の問題として考究されなければならない」27）と
「合理的統督」として、チームとしての学校の在り方を述べ、さらに「小学校長に
は実際に於て如何なる職掌が与えられて居り、それが果たして妥当であるか否かを
検討するを要する。（中略）（2）　積極的に児童の教育に直接有効なるべき創価的の
実務。部下の教師の職務の能率を増加する指導力として働く事。せめては、それあ
るが為に熱心有為なる優秀教師の自発的能力の発揮を阻害せしめざるだけの働きが
学校長第一の努めといわねばならぬ」28）と教員が積極的に児童の直接有効な創価的
実務と能率の増加、熱心で優秀な教師の自発的能力の発揮が大事と述べている。
　「合理的統督」という視点に立ち、教員が積極的に児童の直接有効な創価的実務
と能率の増加、熱心で優秀な教師の自発的能力の発揮が大事ということがいえる。
　このように「牧口」の「体系」から見た学校経営の組織マネジメントの視点は、
•学校改良には、学校現場を注視し現場の経験から課題を見出しつつ経済を原
理とし科学的考察をなしえること。
•科学的考察とはいろいろな面の考察があるが、発達段階に即した研究と、学
年等の横の断面での知情意の研究と医学的な視点を持つこと。
•校長は「合理的統督」をし、教員が積極的に児童の直接有効な創価的実務と
能率の増加、熱心で優秀な教師の自発的能力の発揮するようにしていくこと
が大事であること。
にまとめられる。
5 ．学校の組織マネジメントと創価教育学の視点
　牧口の「体系」での学校経営の組織マネジメントの視点は、「学校改良をすべく
経済を原理として科学的考察と医学的視点があり、合理的統督のために児童に有効
な実務と教師の自発的能力を発揮させていくこと」とまとめられる。では、この考
え方と現在の学校の組織マネジメントの考え方の類似点と相違点をここで考えてい
く。
　本記述では、「学校における組織マネジメント」について、「学校の有している能
力・資源を開発・活用し、学校に関与する人たちのニーズに適応させながら、学校
教育目標を達成していく過程（活動）で、外部の支援的要因と内なる強みの連合と
マネジメント・サイクル、と（Action）、その過程を円滑化するスキル（技術）や（戦
略や方略）、（使命・存在意義）とビジョン」の実現と定義した。
•「体系」で経済を原理とすることは、企業経営の「マネジメント」を学校に
という考え方とは方向は同じと考えられる。
•また「合理的統督」と述べていることは、学校での合理的にチームとして子
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どもたちのために取り組むことであり、内なる強みと連合はチーム学校のこ
とであり、方向性は同じ。
•「科学的考察」という視点は、マネジメント・サイクルでビジョンを示し、
プランを立て、実践をし、省察することを考えると、科学的考察は、ただ単
に科学的に見ていくことではなく、牧口は校長の資質の中に述べているとい
う点で、学校経営に絡んでの科学的考察なので、マネジメント・サイクルと
矛盾はしないことが見える。
　ただし、「医学と教育学は兄弟のような応用科学である」29）の「体系」の視点は、
学校経営の視点で現在特別支援教育という面から必要であるが、マネジメントとい
うところからは、医学の必要性は語られていない。ただし、学校での組織マネジメ
ントしていく上で、児童の立場からすると特別に支援が必要な児童は校内には必ず
いるので、「体系」の児童の幸福を目標とするためと、学校での組織マネジメント
のためには、その子に応じた取り組みが必要になっているのは事実だと考える。
　このような「体系」と「学校における組織マネジメント」から、大事な視点を挙
げていくと、
　「体系」では、校長は、現場からの実践を経験則にしていくことと、そのための
現場を見つめ科学的視野を持って「学校統督」（学校のリーダーシップ）をするとい
うことを述べているが「子ども自身が人生を拓き価値を創造すること」「子ども一
人ひとりの幸福」を目的とする「学校統督」（校長のリーダーシップ）であり、この
視点からの「学校の組織マネジメント」をまとめると、
①　校長は、子どもたち自身が未来を拓いていく教育の哲学と目的、科学的視野
を持って現場の子どもたちを見据えて課題を把握し、課題解決のために具体的
ビジョンと具体的道筋を示していく。
　さらに「体系」で述べられている言葉を現代の状況に合わせてみると、
•「学校の統督」という校長のリーダーシップと「合理的統督」というチーム
学校
•「科学的省察」という科学的視点からの振り返り
•「医学と教育学は兄弟」という視点での個に応じた特別支援教育の充実
　となるが、それ「学校での組織マネジメント」から見ていくと、
②　校長はリーダーシップを持ち、教職員のやる気を起こさせてチーム学校とし
て取り組みつつ、医学的視点から児童生徒を見つめ、その子の発達の課題解決
を目指し、マネジメント・サイクルで、科学的省察をして結果や客観的評価を
し、よりよい経営を目指す。
　この 2つの点からまとめられるが、「 3．学校組織マネジメントの危うさ」での
「樋口」の校長のリーダーシップが上意下達になってしまうという視点は、校長自
身が哲学をもつことが大事になる。その哲学は、「妹尾」の「哲学を持つ」と「浜
田」の「児童生徒の学びの質を目標に」「小松」の「学校の使命」という言葉に代
えられるが、「体系」での「子どもの幸福」と「一人ひとりの人生の価値を創造す
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る」という目的は、「牧口」の人生を生き抜くための「価値論」を展開した「体系」
の哲学の深さと、現場からの理論が大事という考え方があり、「体系」から学び
「体系」もとに実践することで、「上意下達」という考えは乗り越えられると考え
る。
6 ．小中の 9年間を見た小学校での学校の組織マネジメントの実践
　筆者は、小中一貫校の校長経験が 5年間あり 9年間を見ていく学校の取り組みを
した。そこで目指したものは「未来を拓いていく」児童生徒の育成であり、「未来
を拓く」というキーワードは、「人間自身が価値を創造していくこと」、それは「牧
口」の「体系」の目的と同じ方向性であり、校長としての「学校の組織マネジメン
ト」を実践した。その実践を「体系」とつなげつつ、筆者は「『中 1ギャップの解
消』に向けての創価教育学の視点からの実践と考察─『自ら未来を拓く子』の育成
のために─」30）の視点を加えて「学校の組織マネジメント」をした。
　その論文での中 1ギャップ解消の小学校教育のポイントとしては、
○特別支援教育を校内全体で取り組みとともに、低学年からのアプローチを保
護者の理解のもとに進められるようにする。
○自尊感情の育みを、保護者の理解を得ながら校内全体で進めていくようにす
る。
○学びの基礎を着実に創るために「読むこと」が流暢になる取り組みをする。
の 3点を挙げた。その 3点は、「特別支援教育」、「自尊感情の育み」、「学力の基礎
を培う」の 3点であることを述べた。
　その 3点の実現をめざし、「学校の組織マネジメント」を以下の 2点で進めた。
①　校長は、子どもたち一人ひとりの状況を把握し、科学的視野を持って子ども
たちの課題を見据え、課題解決のために具体的ビジョンと具体的道筋を示して
いく。
②　校長は、教職員と子どもたちのよりよい成長のためにという強い考えの共有
と信頼関係を下に、リーダーシップを持ち、教職員のやる気を大事にチーム学
校として取り組をし、医学的視点から児童生徒を見つめ、その子の発達の課題
解決を目指し、マネジメント・サイクルで、科学的省察として結果や客観的評
価をしつつ日々改善をしていく。
　この 2点をもとに、校長として現場を把握しつつ、課題を見つめてその課題から
方向性を出し示し、現場の教員が心ひとつになるように日ごろからかかわり、「チ
ーム学校」で実現を目指しその論集にあるような結果を出すことができた。さら
に、このような取り組みで、小中の 9年間の児童生徒の育ちを見た取り組みから、
次の赴任校B小学校で、次の校長として「学校での組織マネジメント」を進めた。
•中学校を見据えた小学校の児童の発達段階の課題を把握する
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•自尊感情を育む取り組みと学校をチームで取り組み事の大事さを教員と共有
する
　この 2点をもとに実践した。
7 ．B 校での実践
　小学校で赴任し小中一貫校を立ち上げ、小中一貫校を 5年間実践し見えてきたこ
とを、次の赴任地である B 小学校で、小学校段階で大事なことを具体的に実践し
進めてきた。
　科学的な取り組みとして SWOT手法で分析していくと、
⑴　B 校のよさと課題
①　内部環境
（強み）	•子どもたちに純粋で素直な子が多い。
•あいさつができる。
•教員に大きな課題のある教員はいない。
（弱み）	•学力に読み書きに苦手な子が10％以上いる。市平均より15P 低い。
•特別支援の子が学校体制で取り組まれていない。
②　外部環境
（強み）	•地域保護者は協力的な人が多い。
•地域を越えて、総合学習などで子どもたちの学習に支援をしている。
（弱み）	•地域や保護者の協力的な人は固定化されており、地域は高齢化が目立
つ。
•総合学習以外に、子どもたちへの支援体制は少ない。
　以上のような状況を踏まえ、SWOT手法でマトリックス化して、経営ビジョン
と具体的方策を考え、マネジメント・サイクルで学校経営を進めた。
⑵　B 校の状況
　いまから 3年 6か月前（2015年 4 月）に B 校に着任した。高学年で前年度転校し
てきた児童に課題があり、その児童と同調するかのように、学級崩壊等はなかった
が、その児童を取り巻く子供たちに問題行動が多くみられ、地域でも問題になって
いた。そのため 6年生は油断できない状況にあった。
　また、そのほかにも課題を抱えた児童や不登校の児童も見られ、学力も平均でみ
ていくと、15ポイントぐらい低い状況があった。
⑶　B 校での経営ビジョン
　「児童と地域保護者のよさを生かし、児童一人ひとりがその子のよさを認め合
い、自ら自律できる子」を目指すことにした。
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⑷　具体的な取り組み
　小中一貫校で得た小学校での育みが、中学や将来への自律の基礎をつくることが
できる。
　そのために、
•褒めて育てること。自尊感情の育みを大事にしていく。
•小学校就学前から、特別支援の子については保護者の理解を得て低学年から
よさを伸ばしていく取り組みをする。
•読み書きに苦手な児童は低学年から、プログラムを取り入れ読み書きに苦手
感をなくす取り組みをする。国語の研究に力を入れていく。
•「チーム学年」「チーム学校」で取り組めるようにする。
　このような取り組みのために校長は、
•できる限り学年や子どもの実態を把握すべく、校内の巡視や教室への訪問を
する。
•課題を共有すべく教員と常に対話をし、課題解決のために具体的取り組みを
話し合う。
•地域や保護者、関係機関とつながり、課題解決のために動けるようにしてお
く。
①　着任 1年目
ア　校内の状況を踏まえ、まずは 6年生の対応が必要と考え、対処療法的に、
担任だけでなく学年として、校内としてスクールカウンセラーと連携しつ
つ、地域子ども家庭支援センターともつながり、できる限り、担任任せにせ
ず、学年や校内でできることを考え進めることにした。
イ　特別支援教育を校内全体で取り組みを進めるために、低学年からのアプロ
ーチを保護者の理解のもとに進められるようにする。
•着任時から、校長が直接保護者へ向かって。就学時健診の特別支援の大事
さを訴え、保護者の理解のもとに、校内の健診項目に入れ、教育相談窓口
を作り、保護者との相談体制を早めに組んだ。
•その子の発達上の課題を、スクールカウンセラーと連携し保護者とつなが
り、早めに知り、その子に合った指導ができるようにする。
ウ　自尊感情の育みを保護者の理解を得ながら校内全体で進めていくようにす
る。
•着任時から、褒めて育てることの大事さを訴え、自己的な自尊感情（自己
肯定感）と社会的な自尊感情（自己有用感）が育まれるように、保護者と連
携し、校内体制として褒めて育てていくようにした。
•自尊感情の育みに課題が見られる場合は、特別支援が必要な子が多く、早
めに保護者の理解のもとに、その子の課題と良さを見つめ、良さを伸ばし
子に応じた指導ができるようにした。
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②　着任 2年目
ア　学力の基礎とそのために「読むこと」が流暢になるよう培う「MIM」31）
の導入
•読むことは小学校の 1年生で、「あいうえお」の言葉の学びは入り、その
時から苦手感がなくなるように、読むことに流暢になるプログラム（MIM）
を低学年で取り入れ、苦手感をなくしていくようにする。
イ　特別支援教室設置と校内体制の準備
•読みことが苦手な児童や、特別支援に必要な児童のために、校内に「特別
支援教室」設置に向けて、市の教育委員会と連携し設置の準備と校内体制
の取組もソフト面で特別支援コーディネーター中心に準備をすすめること
とした。
③　着任 3年目
ア　就学前の特別支援の保護者理解と小 1の状況
•本年度が着任 3年目だが、就学前からの特別支援の大事さを保護者へ訴
え、低学年の内から特別支援学級へ通級する児童が増え、現在 7名が通う
ようになっている。保幼少の連携も進み、小 1プロブレムといわれること
がほとんどなく、 1名の児童が学期はじめから登校しぶりがあり、課題だ
ったが、担任と専門員、養護教諭、他の専科教員、管理職も入り、組織的
にかかわり現在は通常に登校するようになった。 3学級の児童が楽しく学
校へ通う姿がある。
イ　特別支援教室の設置による校内体制の充実
•本年度から「特別支援教室」が設置され、通級児童が通うとともに、専門
員も配置され、校内体制として、特別支援コーディネーター中心にカウン
セラーと連携しつつ、低学年の内から、読みことや課題のある児童にかか
わるようになっている。
ウ　小中のつながった地域運営学校の設置
•地域の理解をいただきながら、B 校（小学校）と C 校（中学校）の 9年間
を見ていく、地域運営学校の設置をした。
⑸　B 校での実践の結果
　B 校では、着任 3年目に地域の声や着実に子供たちの姿から、落ち着いてきてい
ることが見えてきた。
①　地域のOさんの声
　着任 2年目の 9月の運動会や音楽会、そして卒業式、さらに本年度の入学式な
ど、長年、ずっと本校への支援をしてきた地域の中心になっているOさんは、
「子どもたちが落ち着いている。前に向かっている。それも全員が運動会など
見ていると、先生が大きな声で子どもたちに指示を与えたりせず、自分たちで
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裏の仕事まで一生懸命していることが見える。
　子供たちが今までより大きくより良く変容しているのが実感できている。ま
た卒業式も、やはり子供たち一人ひとり一生懸命で感動した。さらに不登校だ
った子が来て卒業証書を授与した時も、日ごろの学校の取組が見えてよかっ
た。」
という感想があった。
②　28年度不登校気味の児童について
　不登校気味の児童は、 4年 1名、 5年 2名、 6年 1名であるが、そのうち 6年
の Dさんは、 4年まで元気の登校してきたDさん、昨年 5年の時不登校気味に
なってしまったが、スクールカウンセラーや担任のかかわりもあり、 1学期末に
は 3日間連続で登校するようになっている。
　また、 5年の Eさんは学力に課題があり、放課後登校などをしつつ、不登校
の高尾山学園へ行くようになっている。もう一人のEさんは、昨年度転校して、
サポート校に通っていたが友達関係から、登校が難しくなり、校内でいろいろと
できることを考え知恵をだし、夏季休業中に来るよう工夫をし 7月下旬 1回だが
登校した。 8月下旬にも来るようになっている。 4年の Fさんは担任と家庭の
連携で現在進め、週 3日は来るようになっている。
③　特別支援の児童の状況について
　特別支援で特に配慮が必要な特徴的な児童は、 4年 1名、 5年 1名いるが、 4
年の GさんはADHDだが、自閉的傾向もあり、担任などの努力で自己コントロ
ールができるようになっているが、保護者の理解とかかわりに課題があり、子ど
も家庭支援センターや医療機関ともつながるようになり、さらにより良くなるよ
うに現在進めている最中である。
　 5年の Fさんは、ADHDだが担任と学年、校内体制と保護者との連携で自己
コントロールできるようになっている。現在も子供たちが落ち着いており、進め
てきた結果が見えて来ていると言える。
④　保護者アンケートの結果
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表 1　平成27年度（本校着任 1年目）の状況…平成27月12月実施
評価する
だいたい
評価する
あまり評
価しない
評価
しない
分から
ない
肯定的
評価計
子供の学級は落ち着いて学習できる雰
囲気である。
40 37 9 3 11 77
学校はいじめに適切に対応し、いじめ
のない学級づくりに取り組んでいる。
28 31 10 2 29 59
学校は子供の生活指導に熱心に取り組
んでいる。
28 43 10 2 18 70
学校は学習環境の整備や清掃活動に取
り組んでいる。
36 41 14 1 8 77
表 2　平成28年度（本校着任 2年目）の状況…平成28年12月実施
子供の学級は落ち着いて学習できる雰
囲気である。
45 35 10 3 7 80
学校はいじめに適切に対応し、いじめ
のない学級づくりに取り組んでいる。
30 32 10 2 25 63
学校は子供の生活指導に熱心に取り組
んでいる。
38 42 8 2 10 80
学校は学習環境の整備や清掃活動に取
り組んでいる。
45 40 7 3 5 86
表 3　平成29年度（本校着任 3年目）の状況…平成29年度12月実施
子供の学級は落ち着いて学習できる雰
囲気である。
42 37 10 3 8 79
学校はいじめに適切に対応し、いじめ
のない学級づくりに取り組んでいる。
28 41 7 2 22 68
学校は子供の生活指導に熱心に取り組
んでいる。
35 46 7 2 10 81
学校は学習環境の整備や清掃活動に取
り組んでいる。
43 42 7 4 3 85
　本校での着任から29年度までのデータによる状況を把握してみたい。
　まず本校保護者によるアンケートの結果をみていくと、
•学級が落ち着いて学習できる雰囲気が、肯定的評価は3Pアップし、いじめ
の取組について19Pアップ、生活指導については11P、学習環境については
8Pアップしているのが分かる。
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⑤　MIMによる効果
　MIM31）というのは、国立教育施策研究所の海津氏がアメリカの PTIという考
え方を日本版にした「読みに流暢なプログラム」のことである。特別支援でとく
にADHDや ASDなどは、表面に見えるが LDなど学力に苦手感のある子ども
は、小学校では担任が補習などでかかわり、一時的な学習の習得がされたと見え
るが、メモリーに課題があるのでその後忘れてしまう現状がある。それが中学に
いくと一時間の学習量が小学校より 3倍になり、具体的な学びから言葉や概念な
どの学びになるので、もうわからなくなり不登校や問題行動になってしまうとい
う状況を、2017年度の教育学部論集に「中 1ギャップ」について述べた。なぜ
MIMかというと、そうした読み書きに苦手な子は LDの子が多く見られ、小学
校の低学年のうちに読み書きに流暢にさせていこうとMIMを取り入れ進めるこ
とで、効果があるのではと考え取り入れた。その効果は、研究でのデータで、低
学年でみていくと、「国語の説明文の学習」で「好きとまあまあ好き」のアンケ
ートでは、
表 4　国語説明文児童アンケート 1
平成28年度 1年 1学期 82％ 3 学期 94％ 平成29年度 1年 1学期 91％
　　同　　 2年 1学期 76％ 3 学期 72％ 　　同　　 1年 1学期 79％
1 年生は 1学期より 3学期に増えており、次年度の 1学期はより28年度の 1学期
より増えていることがわかる。
　では「苦手と少し苦手」では、
表 5　国語説明文児童アンケート 2
平成28年度 1年 1学期 21％ 3 学期 4％ 平成29年度 1年 1学期 5％
　　同　　 2年 1学期 45％ 3 学期 24％ 　　同　　 1年 1学期 14％
1 年生では28年度 1学期より 3学期苦手感が少なり、次年度の 1学期28年度の 1
学期より減少しているのが分かる。
　MIMの効果というより国語の説明文が好きか苦手かという問いに対してのデ
ータだが、読みことに対して苦手感がなくなっていることがこのMIMで効果が
データから見えてくるといえる。
⑥　学力の状況
　では、学力のデータはどうか。落ち着いて学びに向かっているかどうかの指標
として学力の状況を見ていくことも学校経営上大事といえる。
　まだ 3年目で、低学年からのデータはないが、特に 4年生の学力が中学校へ及
ぼしていくということで市（ 4年）データから、本校の状況をみていきたい。
─　　─149
宗像武彦　学校の組織マネジメントの在り方の一考察
　 4年生の平成27年度の分布状況を見ると、
本校　人数 5 11 12 24 19 13 13 5 6 0 0
本校　分布％ 4.6％ 10.2％ 11.1％ 22.2％ 17.6％ 12.0％ 12.0％ 4.6％ 5.6％ 0.0％ 0.0％
全市　分布％ 2.0％ 4.5％ 7.2％ 12.3％ 12.4％ 18.3％ 18.7％ 13.6％ 9.5％ 1.5％ 0.0％
図 2　A市 B 小学校学力調査状況・国語　2015年度
　平成28年度になると、
本校　人数 1 3 4 6 11 15 26 18 10 3 0
本校　分布％ 1.0％ 3.1％ 4.1％ 6.2％ 11.3％ 15.5％ 26.8％ 18.6％ 10.3％ 3.1％ 0.0％
全市　分布％ 1.1％ 0.9％ 3.7％ 5.2％ 10.8％ 14.3％ 19.6％ 23.0％ 16.5％ 5.0％ 0.0％
図 3　A市 B 小学校学力調査状況・国語　2016年度
■本校　分布％
国語
■全市　分布％
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　平成29年度は、
本校　人数 1 5 6 16 12 16 18 9 8 4 0
本校　分布％ 1.1％ 5.3％ 6.3％ 16.8％ 12.6％ 16.8％ 18.9％ 9.5％ 8.4％ 4.2％ 0.0％
全市　分布％ 1.9％ 3.5％ 6.2％ 11.2％ 11.0％ 16.1％ 18.9％ 15.1％ 12.2％ 3.7％ 0.2％
図 4　A市 B 小学校学力調査状況・国語　2017年度
　 4年の国語でみていくと、平成27年度より28年度は、回答の 0から 9％と10か
ら19％の児童が15.8％から4.1％となり減少していること。30％台が多かった人
数が60％台が多くなっていることが見える。29年度になると学年の実態もあるが
10％と30％台が増えた反面 0から 9 ％は変化が少なく、市の平均よりは0.8％よ
い結果が見られ、70％から80％のところは市より低いが90％端より超えている状
況がわかる。 3年間の結果だが、着実に学力の課題にある児童が減少しているこ
とが見える。
⑦　自尊感情の状況
　この 4年生での調査の中で、自尊感情に関する項目で、特に「自分自身を伸ば
したい」という項目に着目し、特に小学校 4年生は「10歳の壁」とも言われるぐ
らい、学習では、具体的な知識中心から概念化をしていく「考える力」が問われ
ていく学年であり、生活面では、思春期の入り口とも言われ不安定さが増してい
く時期でもある。そうした時期は、自尊感情が低くなりやすく、自分を伸ばした
いという意識も薄くなりがちになるために、この項目に着目した。以下状況をみ
ていく。
■本校　分布％
国語
■全市　分布％
0～9％ 10％～ 20％～ 30％～ 40％～ 50％～ 60％～ 70％～ 80％～ 90％～ 100％
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表 6　自尊感情児童アンケート　平成27年度
「自分の力をできるかぎりのばしたいと思う。」
とても
そう思う
まあまあ
そう思う
あまりそう
思わない
全くそう
思わない
校内
率 64.2 26. 4 6. 6 2. 8
人数 68 28 7 3
全市
率 68.6 24. 1 5. 4 1. 8
人数 3076 1082 243 80
表 7　自尊感情児童アンケート　平成28年度
校内
率 76.0 16. 7 6. 3 1. 0
人数 73 16 6 1
全市
率 72.0 21. 2 4. 8 2. 0
人数 3341 983 223 95
　平成27年度から28年度の変容だが、固定した 4年生の状況を見てということ
で、 4学年の状況をみていくと、「とてもそう思う」が約12P向上し、「まあまあ
そう思う」が10P減少、「あまりそう思わない」が0.3P減少、「全くそう思わな
い」が1.8P減少が見られた。
　着実に、大事な 4学年の自尊感情の一部であるが向上が見られていることが分
かる。
　平成29年度では調査の内容が変わり「自分自身を伸ばしたい」の項目から、今
までの項目と同様な項目として「自分には様々な可能性がある」という項目を見
てみた。
　平成27・28年度と違う調査項目になったが、肯定的な回答は75.0であり市は
表 8　自尊感情児童アンケート　平成29年度
校内
率 43.2 31. 8 15. 9 9. 1
人数 38 28 14 8
全市
率 38.0 36. 1 18. 7 7. 2
人数 1716 1627 843 324
─　　─152
通信教育部論集　第22号（2019年 8 月）
74.1で若干上回った数値になった。否定的な数値は25.0で市は25.9でこれも若干
下回った数値になっている。
8 ．B 校での成果と課題
　「学校の組織マネジメント」を小中一貫校で得た考えと創価教育学で書かれてい
る考え方とつなげ、校長生活最後の 3年間を「学校の組織マネジメント」の視点で
進めた。
　私見であるが、私が見る限りの校長職での学校の組織マネジメントは、校長のリ
ーダーシップが先行し、児童の実態を踏まえた一人ひとりに視点を当てて、よりよ
い育みを進めていくという実践を進めている校長は少ない。
　筆者は、中学校の 3年間も視野に入れ、小学校で一人ひとりが自律できるように
育むことが大事と考えてきた。それは、子どもたちが未来に向かって自律し、一人
立って生きつつ、様々な人とかかわりよりよい社会をつくていく力になると考えた
からである。
　この B 校での 3年間は、校長生活13年 5 ヶ月の集大成として取り組んだ結果と
考えている。
B 校の 3年間の成果と課題は、
（成果として）
•子どもたちが落ち着き、前に向かって一人ひとりが他人のよさを認めつつ学
校生活する子が多くなり、安心して見られるようになった。
•高学年が面倒見がよく、学校の手本として生活する学校になった。
•特別支援の子は、担任や学年のチームとしての取り組みで、家庭とつながり
着実によりよくなっていく姿が見られるようになった。
•学びことが苦手な子も、担任や学年の力で改善され、校内全体の学力が向上
した。
（課題として）
•特別支援の子は、就学前から保護者とつながり連携して取り組んでいるが、
まだまだ連携できない保護者もおり、早めに連携し取り組めるようにするこ
と。
•読み書きに流暢にすることが学びに苦手感をなくす、手立てと考え低学年か
ら取り組んできるが、結果は見えつつあるがまだまだよりよく取り組みこと
が課題。
　以上が成果と課題である。
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9 ．学校組織マネジメントの本来の姿とは～まとめと課題にかえて～
　創価教育の父、「牧口」の校長としての姿は、東京市立白金小学校での卒業生の
証言から見える。その証言は、「（前略）牧口校長先生は、各教室をまわられたり、
いつの生徒と一緒に行動されていました。（中略）私はかけっこが大好きで、明治
神宮の大会に出たこともありましたが、そこにも牧口先生がいらっしゃいました。
牧口先生は無口でしたが、お話されるときはゆっくりと話されました。困っている
方にはそっと教科書をあげたのを見たことがあります。」32）と、時代は昭和初期、
世界恐慌があり日本は軍国主義へと教育を進めていく時代である。その中にあって
現場を大事にし子どもたち一人ひとりに目を配り子どもたちをよりよくしていく姿
勢が見られるこの証言は、現場や子どもを第一に考え、学校経営をする姿であり、
創価教育学の父「牧口」の行動は、権威をかざし、上意下達的なリーダーシップを
執る校長像とは程遠い姿であり、子ども一人ひとりの幸福を目的に、現場を見て、
校長自ら動き、教員に示しよりよい学校をつくっていくことが「牧口」の行動から
見て取れる。
　また「牧口」は「体系」Ⅳの「第二章　教育方法建築の基礎に横たわる先決問題
の第五節　教育本質の正認による精神革命と教育活動の動向」で、「教育観乃至教
師観には精神革命を来し」33）と述べつつ、「一、したがって教師は自身が尊敬の的
たる王座を降って、王座に向かうものを指導する公僕となり、手本を示す主人では
なく手本に導く伴侶となる」34）と書かれている。「教師」という言葉を「校長」に
置き換えても、この考えは、児童生徒と教職員のリーダーとしての「校長」心構え
が見ててくる。「子どもたちの幸福」のために、「子どもたち自身が人生を拓き価値
創造していく教育」を目指す「体系」の目的は、教育的信念であり、筆者がここ創
価大学で通信教育部と教育学部で学び、筆者の校長としての「学校の組織マネジメ
ント」の行動規範となった。
　「学校の組織マネジメント」と言っても、現場を大事に一人ひとりの児童生徒を
大事に、教職員を大事に学校がチームとなって取り組みためのリーダーが校長であ
る。そして「子ども一人ひとりを幸福に」という確たる目的と信念・行動がなけれ
ば、「マネジメント」も成果主義に陥ってしまい、上意下達の危険性大である。
　筆者の13年 5 か月の校長経験は、小中一貫校の立ち上げと小中を統括する校長と
しての実践し、さらに次の小学校での 3年間は、小中の 9年間を見通して小学校段
階の教育を低学年のうちから取り組んでいくことが大事という考えと実践であり、
その裏づけとなっているのが創価教育学の考え方である。それを文献上残したいと
考えこの論文とした。
　これからの課題としては、「学校の組織マネジメント」と校長の教育的信念（哲
学）を持つことが「学校の組織マネジメント」の根幹であり、それは具体的には、
どういう意味を持つかを具体的にすることが「学校の組織マネジメント」の深さに
なってくる。筆者は、もう一度「体系」から見直して、創価教育学体系の深さを研
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究することが、「学校の組織マネジメント」をする校長の資質がより教育の深さに
なることだと考えている。それを明らかにすることがこれからの課題である。
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